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Notes Edition 3.0有効化設定手順 
 

Notes Edition ご使用前に以下の設定を行ってください。 

  

Salesforce 上で Lotus Notes Edition (L3) の有効化  
1. 設定 ＞ ユーザの管理 ＞ プロファイル  

2. Notes Edition を有効化したいプロファイルの「編集」をクリック 

  （※カスタマーポータルプロファイルでは Notes Edition を有効化できません）  

 

 

 
 

 



 

 
3. プロファイル編集ページを下の方へスクロール 
4. 「Lotus Notes Edition」の選択リストがあるので、「オン」の値を選択 
（※通知や更新に関しては、お客様ご自身の運用に合わせて選択してください） 

5. 設定が終ったら、「保存」ボタンをクリック 

 

 



Notes Edition 3.0 のインストール後設定手順 
 

 

Notes Edition が正常にインストールされましたら、ご使用前に以下の設定を行ってください。 

 

Lotus Notes Edition (L3)の設定 

1. アクション＞Salesforce オプション＞ユーザ権限 

2. カスタムビュー名に「連絡先(日本語)(_J)」と設定（※参照：カスタムビュー名の確認方法） 

3. カスタムテンプレートクラスに「StdR4PersonalAddressBook/ja;StdR6Mail/ja」と設定（※参照：カスタ

ムテンプレート名の確認方法） 

 
 

※カスタムテンプレートクラスを指定しないと、Notes Edition が機能しません。また、連絡先のカスタムビュ

ー名を指定しないと、操作する連絡先データを Notes Edition が認識しません。 



※カスタムテンプレート名の確認方法 

1. メール／アドレス帳ボタンを右クリック＞データベース＞プロパティ 

   
 

2. 設計タブをクリック＞継承＞テンプレート名 に設定されている名称をカスタムテンプレートクラスに設

定します。（複数指定の場合、セミコロン「;」区切り） 

   



※カスタムビュー名の確認方法 

1. アドレス帳ボタンをクリック 

2. 「連絡先（日本語）」を選択＞アクション＞ビューオプション＞名前の変更 

 
 

3. デフォルト表示される↓名称をカスタムビュー名に設定します。（複数指定の場合、セミコロン「;」区切

り） 

 
 

 


